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中面の「サヨナラノオト ブラバ
ンガールズの約束」は3月に発
売された書籍のタイトル。著者
のオザワ部長が3つの女子校を

ドキュメンタリーです。…多分、
私は涙なしでは読めないと思う
ので、こっそりお家で読もうと
思います。（お）

株式会社学研プラス　音楽・キャラクター事業室
〒141-8415　東京都品川区西五反田 2-11-8　TEL：03-6431-1220
学研 おんがく .net　 http://www.gakken.jp/ongaku/
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【音の読み替え】
同じ音を選んで
（　）の中に○を書きましょう。

チャレンジ！

難易度
『おうちでもできる！ おんがくワークブック3』程度

第 37 回

松井美香   まつい・みか
「勇気づけの音楽家」東京音楽大学ピアノ専攻卒業。学研『愛のピアノレッスン』にて手記を執筆。
＜HP＞松井美香ピアノ教室 http://matsuimika-piano.net
＜ブログ＞ピアノの先生のためのモチベーションアップ術http://ameblo.jp/makeachangewithlove

＊無料メルマガ好評配信中（ご登録はブログにてお知らせしています）
＜座談会特設ページ＞http://www.gakken.jp/ongaku/smile

smile

恒例となった「勇気づけのピアノレッスン座談会」は、熱意
ある先生方の情報交換や交流の場としても、ご活用いただい
ております。和やかな雰囲気の中にも、深い学びを得ること
ができます。今後の開催にご期待ください！

間違いをわからせるには、
親しみのある話し合いをすればよい。
大切なのは、それができる信頼関係を築くことだ。
（アルフレッド・アドラー「人生に革命が起きる１００の言葉」ダイヤモンド社　小倉広著より）

前回、レッスン中に不適切な行動をとる生徒さんの指導について書きましたが、今
回はその続きです。
年齢の小さいお子さんに限らず、指示通りに動いてくれない生徒さんにお困りの先
生は意外に多いようです。予定していた内容がなかなか進まないのは、確かに困り
ますね。生徒さんを伸ばしたいからこそ、しっかりカリキュラムを組んでいるのに、
思い通りにいかない。そこに、イライラやストレスを感じたりするのではないでし
ょうか？あるいは、ご自分の指導に自信が持てなくなる先生もいらっしゃるとお聞
きします。そこで、生徒を叱ってしまいたくなるお気持ちも理解できないわけでは
ありませんが、アドラー流で指導すると、その問題は解決します。
ポイントは、子どもと対等の関係で話し合うということです。誰でも間違ってしま
うことはあるもの。間違った行動に対して、おとなが一方的に叱るのではなく、親
しい友人と話すように話し合ってみることを、私はお勧めします。年齢は関係あり
ません。どんな小さな子どもであっても対等という意識を持つことです。
例えば、生徒さんが楽器を乱暴に扱うなど、明らかに誤った行動をした時に、「私
はあなたがそのようなことをしたら悲しい気持ちになるよ。」「優しい気持ちで使っ
てくれたら嬉しいな。」のように、感情を交えず冷静に話します。叱られたからそ
の行為をやめるのではなく、生徒さん自身が考えて行動できるよう、促していくの
です。そして、信頼関係を築く努力を指導者自らがしていくことです。子どもはそ
もそも、善意で動いていると信じること。一見、おとなにとって困った行動に見え
ても、実は、悪意など全くない、というケースもあります。その一つ一つに対して、
丁寧に話し合いを重ねることで、信頼関係は深まっていきます。この方法は確かに
時間がかかり、結果が見えにくいことではありますが、「主体的に学ぶ生徒を育てる」
という意味でも、とても重要なことなのです。

座談会、ご好評いただいております !

No.17

どれみふぁ荘
シェアハウス

モーツァルトです
漫画： 東 園子
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編集部の一問一答！
学研・音楽事業チームのスタッフに音楽の好きな
ところ、自分だけのこだわりなどを聞いてみよう！
というコーナーです。

今月の回答者：（ゆ）

Q：ミュージカルの魅力は？
A：聴くだけでなく、観ても楽しいところ！
Q：ミュージカルの楽しみ方は？
A：やはり劇場に行って、生で楽しむことですね！
何回か観に行くと、ステージごとの違いを感じられ
て、とてもおもしろいです。

Q：おすすめしたい作品は？
A：「1789 -バスティーユの恋人たち-」です。 音楽も
ストーリーも素晴らしくて、初めてミュージカルを観
る方にもおすすめです♪ 2018年春に帝国劇場で上演
決定です！！

楽譜 こぼれ話
『ピアノの森』シリーズの表紙でもおなじ
みの絵本作家・いもとようこさんのイラス
トによる『標準新版 こどものバイエル』
シリーズ。本文には、ショートストーリー
の絵本になっている箇所もあります♪
 探してみてください！（か）

『新訂ピアノの森』第 1巻▶
▲『標準新版 こどものバイエル』シリーズ

　今回は、調号のつかないハ長調とイ短調の曲を比較しながら、調性についてお話し
たいと思います。G. テレマン（1681-1767）作曲〈アレグロ〉、A. ディアベリ
（1781-1858）作曲〈小人の踊り〉をとりあげます。テレマンはバロック時代、ディ
アベリは古典派後期からロマン派前期にかけて活躍した作曲家です。
「学研 おんがく .net」に作品を分析した楽譜を掲載しています。
あわせてご覧ください。

■ハ長調とイ短調の特徴
　バロック時代から古典派までは、調号
の多い曲があまりありません。またハ長
調やイ短調は、一般的にあまり複雑な音
楽を感じさせませんし、臨時記号がつく
音だけ黒鍵を使えばよいので、弾きやす
いと思います。まず、「なにもついていな
いね」と語りかけながら一緒に調号を確
認し、「♯、♭はどこにあるかな」と問い
かけて、臨時記号のついている音も探し
てみましょう。

■臨時記号に注目！
　臨時記号が多いところは、転調の目印
になります。〈アレグロ〉では 6 小節目か
ら♯が登場し、一瞬、属調であるト長調
に変化します。基本的に転調は♯が増え
る方向に進みます。
　短調の場合、臨時記号は終止の目印に
もなります。〈小人の踊り〉の 7 ～ 8 小節
目と 16 小節目は、全終止と半終止です。
全終止はⅤ-Ⅰ、半終止はⅤで区切られる

終止形。「終わった感じがしない？」と問
いかけてみましょう。
　転調や終止形に注目すると形式もわか
ります。〈アレグロ〉は 2 部形式、〈小人
の踊り〉は 3 部形式です。各部分を対照
的に表現すれば起伏に富んだ演奏ができ
ます。

■楽典のおさらいはついでに
　転調の基本ルールは「五度圏」です。
主音は「ド - ソ - レ - ラ - ミ - シ」の順番
になります。
　終止は、ほかにⅤ-Ⅵの偽終止、Ⅳ-Ⅰの
変終止があります。ついでに復習し「4
つの終止形」をよく覚えてください。
　短音階には「自然」「和声」「旋律」の
3 つがありましたね。♯がつくのは、主音
のひとつ下の音を半音上げて導音にする
から。Ⅴの和音があるところには導音が必
要なので、終止の部分に♯が増えるとい
うわけです。
　曲を弾いていて「転調」「終止」「短音階」

など気になることが出てきたら、辞典や
理論書で調べましょう。なにかのついで
にサクッとやるのが勉強のコツです。

■細かく和音を感じよう
　〈アレグロ〉の第 1 部はⅠ-Ⅳ-Ⅰ-Ⅴ-Ⅰ
です。基本の 3 和音が登場するので安定
感がありますね。第 2 部からはⅤ-Ⅰが 2
小節ごとに繰り返されます。「少しずつ迫
ってくる感じがしない？」などの問いか
けで、　からはじめて盛り上げていく演奏
を促しましょう。
　〈小人の踊り〉の第 1、2 部には、Ⅳ-Ⅰ
が 2 回登場したあとⅤ-Ⅰが続く部分があ
ります。第 2 部は平行調のハ長調に転調
しているのに、和音の流れは同じになっ
ているのです。和音がわからなくても構
わないので、「違う音だけど同じようなリ
ズムを感じない？」と問いかけてみてく
ださい。和音の流れのなかに特徴的なリ
ズムを感じることができると、躍動感の
ある演奏になります。和音の流れが作り
出すリズムを「和声リズム」といいます。

～調号なし～第 2回

黒田篤志

レッスンに役立つ！
調性の話

黒田篤志   くろだ・あつし
1973年生まれ。早稲田大学修士課程修了。日本アマチュアピアノコンクール７位入賞。出版社にて楽譜と書籍の編集を担当。
現在小山市で、大人のピアノ教室 “Lento レント” を主宰するかたわら、フリーの編集者、ピアニストとして活動中。
http://ameblo.jp/pianote0519/
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次回は調号♯ひとつの曲を使って、
調性のお話をします。




